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     講義・演習概要（シラバス） 

 

第１部課程第１２２期（平成 26 年 4 月 8 日～平成 26 年 9 月 5 日） 

課 目 名 自治体行政学 

時 限 数 １２時限 

担 当 講 師 

東京大学名誉教授 大森 彌（行政学・地方自治論） 

＜プロフィール＞ 

１９４０年 東京都生まれ 

１９６８年 東京大学大学院博士課程修了、法学博士 

１９７１年 東京大学教養学部助教授 

１９８４年 東京大学教養学部教授 

１９９７年 東京大学大学院総合文化研究科長・教養学部長 

２０００年 千葉大学法経学部教授、東京大学名誉教授 

２００５年 千葉大学定年退職 

ね ら い 

政権交代と地方分権改革、マニフェスト選挙と政策運営、地方自治法の改正、

地方議会改革、道州制基本法案、少子高齢化と「協働」の台頭など、地方自治

の潮流には大きな変化が見られる。本講義では、このような変化の諸相を概観

し、自治体行政の役割と課題について理解を深める。 

講 義 概 要 

１．地方自治への視点―対等・協力、補完性の原理と近接性 

２．政権交代と分権改革―分権型国家への道 

３．自治体行政の課題―人口減・少子高齢社会への対応 

４．都道府県と市町村の関係―大都市制度と小規模市町村、道州制 

５．公選職と職員―首長・議会と政策形成 

６．職場組織と人事評価―大部屋主義と人事システムの確立 

７．管理職の役割―「人組みは人の心組み」 

受講上の注意 特になし。 

使 用 教 材 

最近の著書３冊 

『政権交代と自治の潮流』（第一法規、2011 年）、『変化に挑戦する自治体』（第

一法規、2008 年）、『官のシステム』（東京大学出版会、2006 年） 

効 果 測 定 なし。 

そ の 他 

(他の課目との関連) 

「地方自治制度の課題」 

 


